
 

２０２３年１１月２２日（水）第四水曜祈祷会 

箴言１０章１～１６節 

『心に知恵のある者』 

 

【ソロモンの箴言】 ＊１０章～２２章１６節までがソロモン作の箴言と考えられている 

・善悪を判断してあなたの民をさばくために聞き分ける心をしもべに与えてください。Ⅰ列王記３：９ 

・これは主のみこころにかなった。ソロモンがこのことを願ったからである。Ⅰ列王記３：１０ 

・ソロモンは三千の箴言を語り、彼の歌は千五首もあった。Ⅰ列王記４：３２ 

 

【観察と黙想】  

１．「知恵と愚かさ」（１～５節） ＊「知恵」とは神を知ること、「愚か」とは神を知らぬこと。 

①「知恵のある子」「愚かな子」とは何を意味していますか（１節）。 

→ 

②「正しい人」と「悪しき者」にはどんな報いがありますか（２、３節）。 

→ 

③「無精者」と「勤勉な者」についてどのように教えていますか（４、５節）。 

→ 

 

２．「正しい人と悪しき者」（６～１１節） ＊「不法」（暴虐）…ヘブル語は「ハーマース」 

①「正しい人」と「悪しき者」にはどんな報いがありますか（６～９節）。 

→ 

②「目で合図する者（やましい行為）」「無駄口をたたく者」はどうなると教えていますか（１０節）。 

→ 

③「正しい人の口」と「悪しき者の口」はどのように違いますか（１１節）。 

→ 

 

３．「憎しみと愛」（１２～１６節）  ＊自分の罪か、他人の罪かで意味が全く違う。 

①「憎しみ」と「愛」は、それぞれ何をもたらしますか（１２節）。 

→ 

②「知恵のある者」と「愚か者」との対比が、口唇との関りでどう教えられていますか（１３、１４節）。 

→ 

③「正しい人」と「悪しき者」にはどんな報いがありますか（１５、１６節）。 

→ 

 

【適用と分かち合い】 

⓵イエスさまは、いつが「刈り入れ時」だと言われましたか（ヨハネ４：３５）。 

②イエスさまは、どこに「いのちの泉」があると言われましたか（ヨハネ４：１４）。 

③「心に知恵のある者」とはどういう人のことですか（ヨハネ黙示録３：２０）。 


